
JICA環境社会配慮助言委員会 第 102回全体会合 

2019年 5月 10日（金）14:00～17:00 

JICA本部 1階 111・112連結会議室 

議事次第

1. 開会

2. WGスケジュール確認

3. ワーキンググループ会合報告および助言文書確定

（1） フィリピン国新マクタン橋建設事業（協力準備調査（有償））スコーピング案（4

月 26（金）開催）

4. モニタリング段階の報告

（1） ケニア国オルカリア V地熱発電開発事業（有償資金協力）

5. その他

6. 今後の会合スケジュール確認他

・次回全体会合（第 103回）：2019年 6月 3日（月）14:00から（於：JICA本部）

7. 閉会

以上



1

ケニア共和国

オルカリアV地熱発電事業
モニタリング報告

2019年5月10日
国際協力機構

アフリカ部アフリカ第一課
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１．事業の背景

2014年5月 ケニア政府から本事業に係る要請受領

2014年7月 本事業に係る協力準備調査を開始

2015年7月 審査ミッション派遣

2016年3月 E/N締結・L/A調印

2017年10月 着工 （2020年3月完工予定）

大地溝帯

ケニア共和国
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２．事業概要

【事業の目的】

ケニア中部のナクル郡オルカリア地熱地帯において、出力140 MWの地熱発電所を

建設することにより、同国における電力供給の増加及び安定化を図り、もって投資環
境の改善及び同国の経済発展に寄与するもの。

【プロジェクト対象地域】

ナクル郡オルカリア地熱地帯（ナイロビ北西約120㎞）

【事業概要】

（１）地熱発電所（出力70 MW×2基）建設

（２）気水輸送管設備一式建設

（３）開閉所、送電線（約5㎞）及び付帯施設建設

（４）生産井及び還元井の掘削

※借款対象は（１）～（３）のみ。（４）及びコンサルティングサービスは、実施機関
が自己資金で実施。

【実施体制】

借入人・事業実施機関：ケニア発電公社（Kenya Electricity Generating Company：
KenGen）
保証人：ケニア共和国政府（Government of the Republic of Kenya）
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３．事業対象地域（建設前）
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３．事業対象地域（建設中の施設）
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４．環境社会配慮面の情報
（１）適用ガイドライン

国際協力機構環境社会配慮ガイドライン（2010年4月公布）

（２）カテゴリ分類：A

（３）分類根拠

本事業は、国際協力機構環境社会配慮ガイドライン（2010年4月公布）に掲げ
る地熱セクターに該当するため

（４）主な環境社会配慮の事項

施工中の大気、騒音、廃棄物、国立公園への影響

（５）モニタリング結果の公開

環境モニタリング結果：JICA公開について合意



４．環境モニタリング項目（建設段階）

環境項目 項目 地点 頻度 責任機関

大気質
TSP、SO2、CO、H2S、CO2、
CH4

事務所や居住地域の周辺 毎日 請負業者／KenGen

地表水
TSS、COD、BOD、DO、pH、
油分、フェノール

雨水の排出口、地域の飲み

水、ナイバシャ湖
毎月（3連日） 請負業者／KenGen

騒音 dB 騒音の影響を受けやすい地

域

毎日（井戸掘削、噴出試験

において夜間にも騒音が発

生する場合は、昼夜ともに

実施）

請負業者／KenGen

廃棄物
家庭ごみ、金属のスクラッ
プ、汚泥

ごみ処理場 年4回 請負業者／KenGen

土壌浸食 目視による確認 プロジェクト区域全域 隔週 請負業者／KenGen

国立公園
野生生物の定期的モニタリ
ング・植生変化の目視観察

国立公園内 隔週
Kenya Wildlife Services
(KWS)／KenGen※1

水利用

KenGenでの産業用及び生活

用の水利用量

ナイバイシャ湖の水位

取水地点

ナイバシャ湖
毎日／年4回報告 KenGen

※１ モニタリングはKWSが実施し、KenGenがこのデータを活用する。
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５．環境モニタリング結果（建設段階）

環境項目 項目 確認結果

大気質 TSP、SO2、CO、H2S、CO2、CH4 問題なし

地表水 TSS、COD、BOD、DO、pH、油分、フェノール※

1つの工事サイトにおける飲料水の検査結果のpHが

基準値を下回っているが、この工事サイトでは購入

した飲料用ペットボトルを配布しており、同ペット

ボトルの値がpHの基準を下回っていたとのこと。本

事業における影響ではなく、また、日本の水道基準

では、5.8-8.6となっており、飲料用としても問題な

いと考えられる。

騒音 dB 問題なし

廃棄物 家庭ごみ、金属のスクラップ、汚泥 問題なし

土壌浸食 目視による確認 問題なし

国立公園
野生生物の定期的モニタリング・植生変化の目視観
察

・建設の際生じた土の保管場に浸食性の高い

Nicotiana Glauca等の植物が発生しているが、工事の

完了とともに除去する予定。

・小型アンテロープの子どもが保護され、KWSに引

き渡される事例有。

水利用
KenGenでの産業用及び生活用の水利用量

ナイバイシャ湖の水位
問題なし

8※ フェノールは、助言委員会での指摘を踏まえモニタリング項目から削除予定。



別添：環境モニタリング結果
（サンプリングポイント）

ナイバシャ湖
Residential Area

Sinopec Site ●
●

●

Workers Area
H-Young Site
Sieyuan Site
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別添：環境モニタリング結果（許認可）
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別添：環境モニタリング結果（大気質①）
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別添：環境モニタリング結果（大気質②）
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別添：環境モニタリング結果（水質①）
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別添：環境モニタリング結果（水質②）
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※ 数値の誤り。後日提出された再検査結果では問題ない値となっている。

※

※



別添：環境モニタリング結果（水質③）
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※

※

※ 数値の誤り。後日提出された再検査結果では問題ない値となっている。



別添：環境モニタリング結果（騒音）

16



別添：環境モニタリング結果（廃棄物）

17



別添：環境モニタリング結果（国立公園）
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